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ナノテクノロジー・材料・製造分野

ナノテクノロジー・材料・製造分野で
は、持続的発展可能な社会の実現と、国
際競争力を持つ効率的な材料・製造技術
の創出を目指して研究開発を行っていま
す。この分野で推進する共通的な戦略目
標として「ミニマル・マニュファクチャ
リング」を平成16年度に策定しました。
これは、生産プロセスにおいて、「最小
の資源投入で」「最小のエネルギー（生
産コスト・環境負荷）を用いて」「最大限
の機能を発揮する製品をつくり」「廃棄
の際にも最小限の環境負荷でとどめるこ
とができる」技術を目指すものです。そ
のために必要な省エネルギー、省資源、
低環境負荷を実現する材料・製造技術を
開発し、産業界への技術支援と技術移転
を行います。具体的には、低環境負荷型
の革新的な製造技術を実現するために、
超微細インクジェット法による省資源型
のマイクロ構造作製技術、エアロゾルデ
ポジション法による省エネ型コーティン
グ技術、小型MEMS製造装置の開発、二

酸化炭素の排出量を削減する機能部材や
軽量車両部材の開発などを推進します。

さらに、将来の競争力の要となる最先
端の技術に長期的に取り組んでいます。
ナノ現象に基づく高機能発現を利用した
デバイス技術の創出を目指し、自己組織
化現象を利用する製造技術とその実用
化、高品質カーボンナノチューブの量産
プロセスと応用のための研究開発などを
行っています。

平成18年度は、製造産業を支援する
ための技術や基盤の整備に力を入れてい
ます。例えば材料資源のセキュリティを
確保するため、先端産業で使われている
希少資源を削減、あるいは代替する技術
に取り組みます。また、熟練技術者の退
職による技術やノウハウをもった人材が
不足する問題（2007年問題）に対応するた
め、加工法ごとに熟練技術を記述・デー
タベース化し、作業をガイドする支援技

術の開発や、共用の微細加工施設を整備、
運営し、試作の支援や研修を通した産業
人材育成を行っています。

ナノテクノロジーはこれらの研究開発
に共通する基盤技術ですが、他分野のさ
まざまな技術を融合することで応用範囲
を拡大し、技術の高度化に役立てること
ができます。例えば細胞のナノスケール
の評価を行うため、生体適合性に優れた
ダイヤモンドの針を開発しています。

平成18年度は、表のように、ナノテク
ノロジープログラム、革新的部材産業創
出プログラム、新製造技術プログラムな
どの下、各種研究プロジェクトを実施し
ます。なお、この他にも中小企業基盤技
術継承支援、マグネシウム鍛造部材技術、
高集積・複合MEMS製造技術に関する研
究を推進します。
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	 ● カーボンナノチューブキャパシタ開発プロジェクト
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